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人相の悪い顔に対する脳内の反応を画像化することに成功！ 

 
計画班員の名古屋大学・飯高と共同研究者のオタゴ大学・宮原らは、人相の悪い人物の顔

と普通の人の顔を見ている時の脳活動を計測しその結果を報告しました。 
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人相の良い悪いは社会的な価値観と関係し、その人物の評価にも大きな影響を与えると言

われています。この fMRI 実験では健常者を対象として、米国における死刑囚の顔と普通の

人の顔を見ている時の脳活動を比較しています。顔自体から受ける危険度の評価スコアは、

死刑囚の顔で対照の顔よりも有意に高くなりました。しかし扁桃体の活動は両群では有意

差はなく、むしろ扁桃体と紡錘状回および上側頭回の機能的結合性が主観的な危険度評価

と関連しました。本研究ではある脳領域の賦活の程度よりも、脳領域間の結合性の程度が

主観的な判断と関係が強いことが分かりました。今後は相手の顔から受けるストレスの程

度と、脳活動の関係などを探っていく予定です。 
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